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チョークの成分と書き味について

学校では日々チョークの粉が可燃ごみとして廃棄されている。
販売されているチョークの主成分は炭酸カルシウムであるため、熱分解によって二酸化炭素を発生させる。
⇒チョークの粉を廃棄することは二酸化炭素を排出することである。

緒言

市販のチョークの書き味はその主成分によって異なる
と感じたため、炭酸カルシウムと硫酸カルシウムの
チョークを製作し、その書き味を評価した。

書き味の定量的な評価が必要と感じたことから、
チョーク以外の条件を一定にし、評価する方法を開発し
た。

CaCO₃ → CaO + CO₂

チョークの粉の再利用方法として、再生チョークに着目し、より書き味の良いものを作りたいと考えた。

そのために

実験手順

パイプに混合物
（水と試薬）を入れる。

70℃で20~24時間
乾燥させる。

完成したチョーク
を取り出す。
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チョーク以外の条件を一定[図.1]
にして黒板に線を引いた
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実験結果と考察

市販チョーク
の概要

製品名 主成分 書き味

ダストレスチョーク 炭酸カルシウム 固く、発色が良い

フルタッチチョーク 炭酸カルシウム 柔らかく、摩擦が少ない

ニューポリーチョーク 硫酸カルシウム 粘り気がある
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チョークの書き味の主観での評価結果

強度は、
炭酸カルシウム＜硫酸カルシウム

※試薬と水のみの場合
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強度の評価結果

有意な差は
見られなかった。

市販と２種の自作の
チョークの強度には
極端な差があった。
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相関 ： 削れる量 大 ⇒ 摩擦 大

同一成分のチョークでは、削れた量が多いほど摩擦が大きい
一方で、異なる成分のチョークで比較すると、削れた量が少な
い硫酸カルシウムの方が摩擦が大きい

再生チョークに試薬を加えることで再生チョークの強度を変化させることができるのではないか。また、一種類の成分を
主とするものにその試薬を加えると摩擦が調節できる可能性がある。
開発した装置を用いることで、よりよい再生チョークの研究・開発に役立つと思われる。

市販のチョークに含まれている添加剤の働
きによって、強度を調節され有意な差がな
かった可能性がある。

成分がチョークの摩擦の大きさ＝書き味に影響
している可能性がある。


